
栗原潔子（１８９８～１９６５）

　栗原潔子。その名前は東京ではつとに知られた歌人である。しかるにふるさとではほとんど知る人はいない。

　栗原潔子（旧姓中原）は明治３１年２月５日、工学博士、中原孝太の長女として橋津１１６番地に生まれた。


　このころ、潔子の父孝太はアメリカから帰国していたが、家庭の事情もあり、米子に居を移し、日本冷蔵商会を設立し冷蔵業を開始した。当然幼ない潔子は家庭とともに米子に移った。４歳の時のことである。


　潔子は当時を回想して「心の花」（短歌同人誌）に短文を寄せ、「そこから（米子）１２里程東の小村（橋津）の７戸前の蔵が並んでいたという大きい古い家に生まれたけれども少しも記憶がない。」


　郷里、橋津に生をうけ、ふるさとに思い出はないものの、「私も橋津の生まれで、何百年もの間の父祖の地であるということは心に強い撃縛といるらしく……。」と故綾女正雄に書き送っていることから潔子の意識の中にいつまでもふるさとが残照のように生き続けていたことであろう。

　「内海――米子市錦海――ノ穏ヤカナ波ヲ前ニ伯耆冨士ヲハルカニ背ツテイル広イ家、四才カラ七才マデノ幼イ頃ハソコデ過シタ。」

　このように述懐している潔子ではあるが、父孝太の冷蔵業は米子のような小都市では当時成り立たず、事業を神戸に移して再開したものの神戸でも成功せずに終わった。

　そのころ、潔子は両親と離れ、兄和郎とともに東京に居を移し（本郷区片町９３番地）修学に励むことになった。

　大正２年、跡見女学校在学中、「心の花」に初めて短歌一首が掲載された。家庭の事情によるものか、この跡見女学校を４年で中退したもののしばらく仏英和に学んでいる。


　佐々木信綱に師事し、「竹柏会」に入会したのもこのころのことである。わずか２０歳になるかならないうちに入会しえたのも潔子の豊かな才能が認められたためである。


　「竹柏会」は概して温和で平明な歌風で知られるが栗原潔子の作品も例外ではないようである。

・雨の日の街ほのぐらしみすぼらしき時計屋の店になほしものを頼む


・生きてゐるは面白きかとだしぬけに問はれし人それぞれの表情をせり


・怪しみてこらしみる眼に立像の弥勒の眼たしかにうごきてわらふ


・人のゐるごとくおもひてふりむきぬ金木犀がすぐそばに匂ふ


　日々の生活の折々を鋭い感性をもってみつめ個性豊かに詠んでいる。

　潔子のその後を年譜でたどってみる。


　大正４年　斉藤与里画伯から油絵を学ぶ、斉藤画伯は明治４１年フランスから帰朝し、当時、我が国の洋


　　　　　　画壇にさっそうと登場していた洋画家の１人であった。


　大正６年　祖父、与平逝去


　大正８年　９月「潔子集」発刊


　　　　　　１０月　洋画家栗原亮と結婚。栗原亮は斉藤与里の門弟の１人であった。小石川区宮下町４に


　　　　　　転居。（後３男１女をもうける）


　昭和３年　文芸同人誌「火の鳥」創刊により参加


　　　　　　この年、３１歳の若さで「心の花」選者となる。


　昭和７年　４月短歌講座巻八に女流五歌人秀歌評釈（柳原白蓮）を執筆。


　昭和８年　短歌研究１月号に初めての作品「本郷」五首。以後晩年まで折々に発表をみる。


　昭和１０年　秋から「婦人公論」の記者となる。このころ詠んだ歌に


　　　　　　　　　夜勤をはり帰り来しわれに声あげて子らはみな起り上りくる。


　　　　　　　があるが、この子を思う愛の歌はこのころの生活環境を巧みにうたったものである。ちなみ


　　　　　　　にこの歌は「昭和万葉集巻四」に載っている。

　昭和１２年　「竹柏の葉会」創刊に編集委員として参加

　昭和１３年　「ひさぎ会」会員となる。


　昭和１５年　２月歌誌「鶯」創刊に編集委員として参加


　昭和１６年　３月「寂寥の眼」を出版


　昭和１８年　父君孝太逝去


　昭和２０年　４月戦災により豊島区高松町また目黒に仮寓


　終戦までの経歴をたどると以上のようであるが、その間ふるさとに昭和１７年１０月、墓参のため橋津を訪れている。


　　・疲れはて流離の心しきりなるわがわたりゆく湖に風つよし


　この時は松崎から発動汽船で東郷池を渡り浅津温泉から橋津を訪ねた。その翌朝であろうか先祖の眠る墓地に向かった。


　　・累累と墓石古りたるこの岡は百舌鳥啼きうつるこえはひびかふ

　遠い記憶にさえさだかでないふるさとの岡のふもとに眠る先祖の霊に額き、さまざまな感慨が潔子の胸中をかけめぐったことであろう。


　だれでもがそうであったように終戦により潔子の上にも混乱と生活の重みがのしかかった。


　昭和２１年　実兄中原和郎博士宅に移っている。


　　・傷みはてし一着の服をすべなしといえともけふもわかき子の着る


　「戦中、戦後より」には表題のごとく戦中、戦後の作品が、昭和３０年から昭和３２年の作品を集めて「冬日抄」が刊行された。この時期の作品には非凡な目と心により優れた秀歌が多いという。

　昭和３０年には小説にも手を染め、短編小説「じきに夜が明ける」が入選、続いて昭和３９年長編小説の準備にとりかかっていたが昭和４０年１月１６日、心筋梗塞により永眠された。行年６８歳。


　ふるさとの生んだ非凡な女流歌人の人と作品を思い、終わりに歌人、生方たつゑ女史の文を借りて結びとする。


　「初対面というものに私はいつも窮屈な思いを持つのですけれど、そしてそのためにちゅうちょしたりいたしますけれど、栗原潔子さんには少しもそんな感じが残っておりません。日本歌人協会総会に初めて出席し最初に栗原さんを知ったのでした。まごつく私を傍の席へよび寄せて下さって、幅のやゝ広めの羽織紐を指先でいぢりながら、いろいろ話しかけられたのを覚えています。（中略）私には栗原さんが１番親しい人として印象を残しているのです。


　作品を先に知っていて、後で作者に逢う場合はたとえば舞台を見て、後で楽屋のくつろぎを、といったことになるのでしょうが、栗原さんの場合、当初から楽屋で会うような親和感がありました。


　作品を知ったのはそれから後でありますが最初の物柔らかな接触感をくつがえすことはありませんでした。


　栗原さんが雑誌に「私は家の内にいて檻褸を繕っているのがすきだ。」という意味のことをつぶやきのように書いていられたのですが、栗原さんはいつの時も蔭に坐ってくつろぎながら、外で華々しく目立つ人等への心遣いを親切に温めてゆける人なのだと。


　　ぎみたされてくるものを静かに受けとめるまともな善意というものを栗原さんは正しい姿勢で、しかも肩を張らずに保ってゆける不思議さをもっていられるのです。栗原さんは人を温めてゆける人でありましょう。私も温められた１人であります。幾人もの多くの人々が栗原さんの温い心遣いの届くところで詠ひつづけてゆけることはうれしいことにちがいありません。」


・素足のさき日にあたためて縁にいるわれをそのまま諾はむとす。

